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序

県営ほ場整備事業沼田北部地区に伴う埋蔵文化財の発掘調査

は、平成元年度以米、工事により遺跡の消滅する部分を対象に、

毎年実施してまいりました。当該地域は、すでに関越自動車道建

設に伴い発掘調査された「戸神諏訪遺跡」をはじめ「沼田北部エ

業団地遺跡」等、遺跡の宝庫ともいうべき地域でありました。

本報告は平成 2 年度に調査を実施した地域の成果をまとめたも

ので、礎石を有する大型竪穴住居跡、火災住居跡から発見された

多量の灰釉陶器や鉄鋤先等沼田の原始・古代を解明する上で貴重

な資料を得ることができました。郷土の歴史を広く市民に紹介す

るため、この成果を学校教育や杜会教育の場で活用していければ

と考えています。

最後になりましたが、発掘調査ならびに本書をまとめるにあた

り、終始御指導、御協力をいただきました関係者の皆様に心から

厚く感謝の意を表し序といたします。

平成 5 年 3 月

沼田市教育委貝会

教育長荻野明正



例 言

1 本報告書は、平成 2 年度県営ほ場整備事業沼田北部地区に伴う埋蔵文化財の発掘調査報告書

である。
まちだじゅうにはら

2 沼田北部地区遺跡群II （町田十二原遺跡）は、群馬県沼田市町田町字十二原・小沢に所在す

る。

3 発掘調査は、平成 2 年 9 月 3 日～平成 2 年12月 14 日まで実施し、整理作業は一時中断したが、

平成 5 年 3 月まで行った。

4 発掘調査及び整理作業は、沼田市教育委員会が文化庁の補助事業及び土地改良事務所からの

受託事業として実施したものである。

5 調査・整理体制は以下の通りである。

平成 2 年度

教 育 長佐藤国利 (~9/30)

” 荻野明正 (10/1~)

教育次長松井誠二

社会教育課長藤井章二

文化財保護係長都丸 肇（担当）

社会教育主事小池雅典（担当）

主 事宮下昌文（担当）

平成 4 年度

教 玉目 長荻野明正

教育次長小野里靖夫

社会教育課長角田巻由

文化財保護係長鳥羽昭男

社会教育主事小池雅典（担当）

主 事宮下昌文

6 本書の執筆、編集は小池が行った。

7 39号竪穴住居跡は欠番である。

8 石器の石材同定は飯島静男氏による。

9 本遺跡の資料は、沼田市教育委員会が沼田市文化財調査事務所収蔵庫で保管している。

10 発掘調査及び本書の作成において次の方々から御指導・御協力をいただいた。記して感謝申

し上げます。（敬称略）

群馬県教育委貝会文化財保護課、（財）群馬県埋蔵文化財調査事業団、沼田土地改良事務所、

沼田北部土地改良区、沼田市農政部農地整備課

凡 例

1 第 1 図は、国土地理院発行の 2 万 5 千分の 1 の地形図「沼田」「後閑」を使用した。

2 全体図の北は座標北を、遺構実測図の北は磁北を表す。

3 図中に記載した断面基準線の数字は、海抜高である。

4 遺構図・遺物図は、基本的に以下のように統一したが、遺物で縮尺が異なる場合は表示した。



全体図1/600 住居跡・掘立柱建物跡・竪穴状遺構・土壊1/60 遺物1/3

5 遺物実測図のスクリーントーン 1 ロロ］は灰釉施釉を冒冒は赤色塗彩を表す。

6 遺構図中の遺物番号と遺物実測図中の番号及び遺物写真の番号は一致する。

7 遺物観察表の土器の色調については、 1989年版「新版標準土色帖」によった。
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I 調査に至る経緯と遺跡の環境

1 調査に至る経緯

昭和63年度から事業が開始された県営ほ場整備事業沼田北部地区は、薄根川の右段丘面上の広

範な地域を占める。この区域には当初から関越自動車道建設に伴う発掘等や、詳細分布調査の結

果から多くの遺跡が存在することが確認されており、その取扱いが問題となっていた。市教育委

員会は沼田士地改良事務所及び農地整備課と遺跡の保存等について協議を重ねた結果、工事の大

幅変更は不可能であるとの結論に達し、遺跡の破壊される切土部分と道路部分について、記録保

存のため発掘調査を実施することとなった。

2 遺跡の位置と環境

沼田北部地区遺跡群 II （町田十二原遺跡）は、沼田市のほぼ中央に所在する。この地区は西流

する薄根川右岸上位段丘面にあたり、北には戸神山がそびえ、西側は小河川の小沢川により西の

台地と区画されている。調査地区は、小沢川左岸の台地先端部分で川からの距離は約30m、比高差

約13m を測る。標高は398m~405m で、調査前の現況は畑地及び水田であった。

3 周辺の遺跡

本遺跡周辺地区の旧石器時代から平安時代までの歴史的経緯について、主な調査遺跡を時代別

に挙げてみたい。（第 1 図参照）

旧石器時代は 3 の遺跡から、ナイフ等が数点検出されているにすぎない。

縄文時代になると確認される遺跡の数も多くなり、 2 • 3 • 4 • 7 • 12の遺跡から陥し穴•土

壊、前期の住居跡等が、 11の遺跡からは中期の住居跡と多量の遺物が検出されている。

弥生時代は後期に属するものがほとんどで、 3 • 4 • 6 • 7 • 8 • 12 • 13 • 15の遺跡からは住

居跡が、 4 • 7 の遺跡からは円形周溝墓も検出されている。

古墳時代になると 2 • 3 • 4 • 6 の遺跡から前期の住居跡が、 7 の遺跡からは前期・後期の住

居跡が検出されている。また、 4 の遺跡からは方形周溝墓も検出されている。

古墳は周辺の山裾に点在しており、発掘調査されているのは、 10 と 14の遺跡の一部のみである

が、他の古墳を含め全て横穴式石室を主体部とした小円墳と考えられる。

奈良•平安時代になると、遺跡及び検出される遺構が増大し 2 • 3 • 4 • 5 • 7 • 8 • 9 • 12 • 

13の遺跡から多くの住居跡等が、 2 • 3 の遺跡からは溝で囲まれた「宮田寺」と称する寺跡も検

出されている。

-1-
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第 1 図 遺跡の位置と周辺の主な遺跡

1 沼田北部地区遺跡群 II 2 沼田北部地区遺跡群 I 3 戸神諏訪遺跡 4 沼田北部工業団地遺跡

5 土塔原遺跡 6 戸神吉田逮跡 7 石墨遺跡 8 町田小沢遺跡

, 大釜遺跡 10 大釜漏 1 号古墳 11 寺入遺跡 12 奈良原遺跡

13 奈良田向遺跡 14 奈良古墳群 15 鎌倉遺跡
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第 2 図調査区域と周辺の地形
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II 調査の方法と遺跡の概要

1 調査の方法

直接的に地下遺構の破壊か予想される道水路予定地及び掘削予定地において、試掘調査により、

遺構の確認された箇所を調査対象とした。平安時代の遺構確認面までは、重機により士を除去し

その後手掘りによる発掘作業を実施した。調査の進捗状況に合わせ、写真撮影・遺物分布及び遺

構の作図等の記録を行った。図面は調査区域に合わせ、任意のボイントを設定して遺構の大きさ、

状況等により 1/10、 1/20、のいずれかを適宜選択した。また全体図は、 1/100で20cmのコンタと公

共座標を入れて作成した。

2 遺跡の概要

調査地区域は道水路部分が主な対象となったため、 トレンチ状を呈し南北に長い。

検出した遺構は、縄文時代の竪穴住居跡 2 軒と土渡 1 基、古墳時代の竪穴住居跡11軒と掘建柱

建物跡 3 棟、奈良・平安時代の竪穴住居跡40軒と土横 1 基、竪穴状遺構 2 基である。遺物も遺構

とほぼ同時期の資料が出土している。遺構では、礎石と仕切りを有する大型竪穴住居跡が、遺物

では、火災竪穴住居跡から検出された多量の灰釉陶器や鉄鋤先が特筆される。

3 基本層序

調査地区は南北に長く畑地と水田地では一部異なるが、基本的には同様の層序であった。比較

的土層の安定している畑地平坦部の土層を基本層序として示すと以下の通りである。

I 層表土。 耕作土で浅間 B軽石・榛名ニツ岳軽石

I を多く含む。

II 層 黒褐色土。榛名ニツ岳軽石を多量に含む層で低地

口 では軽石の純堆積が認められる。

III層 黒褐色土。ややしまりがあり、混入物が少い。遺

構確認面。

IV層褐色土。 ローム漸移層でローム粒子を少量含

む。

第 4 図基本層序概念図
V層 黄褐色土。ローム層でしまりがある。

- 6 -



III 検出された遺構と遺物
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第 5 図
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カマド

暗褐色土 黄褐色粘質土プロックまばらに含む。

// 上同じ多量、焼土粒をまばらに含む。

II (1 層よりやや赤味を帯びる）

赤褐色土 焼土粒を多最に含む。

// 焼土粒多呈に含む。

暗黄褐色土

1 号住居跡実測図
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第 6 図 2 号住居跡実測図
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カマド

黒色土

黒褐色土

黒色土

暗赤褐色土

黒色土

黒褐色土

赤褐色土

゜ 2m 

1 号竪穴住居跡

調査区北東端に位置する。 2 号住居跡の北2.6m の地点である。

平面形は、 5.40mX4.8m 以上を測る隅丸方形状を呈し、壁高は比較的残りの良い部分で32cm

で、一部を除き壁下には浅い周溝が巡る。主軸方位は N-90°- E を示す。

柱穴は調査区外の 1 本を除き 3 本が検出された。 カマドは東壁中央に設置されている。

出土遺物は破片が多く、

検出されている。

カマド前面と南側にまとまりが認められた。墨書土器と刀子が各 1 点

2 号竪穴住居跡

調査区北東側に位置する。南東側が43号住居跡と重複し、本住居絣が新しい。

平面形は、 3.76mX 4. 70m を測る隅丸長方形状を呈し、壁高は比較的残りの良い部分で60cmで
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3 号住居跡実測図

ある。主軸方位は N-74°-Wを示す。

明確な柱穴は検出されなかったが、南東側に貯蔵穴の施設か検出された。

東壁南寄りに設置されている。

出土遺物は少ないが、 カマド前方右側にややまとまりが認められた。

カマドは、石組みで

, 
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第 8 図 4 号住居跡実測図

3 号竪穴住居跡

調査区北側に位置する。 7 号住居跡の南1.6m の地点である。

平面形は5.OOmX 5.43m を測る隅丸方形状を呈し、壁高は比較的残りの良い部分で44cmで、壁

下には周溝が巡る。主軸方位は、 N-88°-E を示す。

柱穴は 8 本検出されたが、同時存在は 4 本である。貯蔵穴は南東側に位置する。カマドは石組

みで東壁中央に設置されている。

出土遺物は多く主に土器が占めるが、鉄鋤先と石製勾玉が特異である。
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第 9 図 5 号住居跡実測図

4 号竪穴住居跡

調査区北側に位置する。 5 号住居跡の西3.2m の地点である。

平面形は4.61m x 4. 98m を測る隅丸方形状を呈し、壁高は比較的残りの良い部分で21cmであ

る。主軸方位は、 N-62°-Wを示す。

柱穴は 6 本検出されたが、主柱穴は 4 本である。南東コーナーには貯蔵穴が設置される。

ドは石組みで東壁南寄りに設置されている。

カマ

- 11 -
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第10図 6 号住居跡実測図

5 号竪穴住居跡

調査区北側に位置する。 4 号住居跡の東3.2m の地点である。

平面形は3.92mX 4.41m を測る隅丸方形状を呈し、壁高は比較的残りの良い部分で46cmであ

る。主軸方位は、 N81°-Wを示す。

柱穴は 6 本検出されたが、主柱穴は 4 本である。南東側には貯蔵穴が設置される。

組みで東壁やや南寄りに設置されている。

カマドは石

出土遺物は多く検出されたが、 土器は破片がほとんどである。墨書土器が 2 点存在する。

6 号竪穴住居跡

調査区北東側に位置する。東側は 9 号住居跡と重複し、本住居跡が新しい。

調査した部分は東側のみであるが、平面形は南北4.20m を測る隅丸方形状を里し、壁高は比較

的残りの良い部分で44cmである。 主軸方位は、 N-84°-Wを示す。

柱穴の存在は不明であるが、南東コーナーに貯蔵穴が設置される。

中央に設置されている。

出土遺物はカマド周辺に検出され、完形土器が多い。

カマドは石組みで東壁ほぼ

7 号竪穴住居跡

調査区北東側に位置する。 3 号住居跡の北側1.6m の地点である。

調査した部分は東側のみであるが、平面形は南北3.60m を測る隅丸方形状を呈し、壁高は比較

-12 -
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FP まばら焼土粒まばらに含む。

FP まばらに含む。

焼土粒まばら、 FP 若干含む。

炭化物、焼土粒を多量に含む。

炭化物、焼土粒を多量に含む。

炭化物、焼土塊を多量に含む。

炭化若干含む。

ローム粒子若干含む。

2m 

第13図

1

2

3

 

4

5

6

7

8

 

カマド

暗褐色土

暗褐色土

暗褐色土

赤褐色土

暗赤褐色土

黒褐色土

暗赤褐色土

赤褐色土

FP まばら、黄褐色土粒子まばらに含む。

炭化物焼土層まばら、黄褐色土粒子若干介む。
焼土粒、炭化物若干、 FP 小粒若干黄褐色粘質土
プロックまばらに含む。

焼土粒炭化物まばら、黄褐色粘質土多量に含む。
焼土粒多量、炭化物若干含む。

炭化物を多量、土粒若干含む。

焼土塊、焼土粒多量に含む。

黄褐色土粘質土が焼土化したもの。

9 号住居跡実測図

的残りの良い部分で35cmである。主軸方位は、 N-75°-Wを示す。

柱穴は未検出である。 カマドは石組みで東壁やや南寄りに設置されている。

出土遺物は比較的多いが、破片がほとんどである。 カマド周辺にややまとまりが認められた。
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8 号竪穴住居跡

調査区北東側に位置する。南側が 9 号住居跡と重複し、本住居跡が古い。

西側は未調査であるが、平面形は南北4.20m を測る隅丸方形状を呈し、壁高は比較的残りの良

い部分で46cmである。主軸方位は、 N-73'-Wを示す。

柱穴は 2 本検出された。南側には床下土横状の落ち込みが 2 ヵ所認められた。カマドは東壁南

寄りに設置されている。

出土遺物はやや少ないが南側土塘内にまとまりが認められた。墨書土器が 1 点検出されている。

9 号竪穴住居跡

調査区北東側に位置する。西及び北側が 6 • 8 号住居跡と重複し、本住居跡が 8 号住居跡より

新しく 6 号住居跡より古い。

平面形はほぼ4. 7mX5.llm を測る隅丸方形状を呈し、壁高は比較的残りの良い部分で22cm で

ある。主軸方位は、 N-87'- E を示す。

柱穴は 7 本検出された。北東側柱穴内には礎石状の平石が認められた。貯蔵穴はカマド右側に

-15-
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第15図 11号住居跡実測図

に検出された。 カマドは東壁に設置されている。

出土遺物は少ないが鉄製品 2 点が認められた。
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第16図
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12号住居跡実測図
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第17図

＼ア

13号住居跡実測図

。

10号竪穴住居跡

調査区東側に位置する。北側は11号住居跡と重複し、本住居跡が新しい。

平面形は撹乱が著しいため不明瞭であるが、 4.lmX4.lm 程を測る方形状を呈し、壁高は比較

的残りの良い部分で21cmである。主軸方位は、 N-33°-Wを示す。

柱穴は 2 本検出されたが、本住居に付随するものか不明確である。 カマドは東壁に設置されて

いる。

出土遺物は少ないが不明鉄製品 1 点が検出されている。
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FP を多量に含む。

FP、ローム粒子を含む。

ロームプロックを含む。

ローム粒子、焼土プロックを含む。

ローム粒子、ロームプロックを

多量に含む。

1

2

3

4

 

15号住居

黒褐色土

II 

II 

暗褐色土

炭化物をまばらに含む。

ローム粒子若干含む。

II 

ロームプロックまばらに含む。
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第18図 14、 15号住居跡実測図

11号竪穴住居跡

調査区東側に位置する。南側は10号住居跡と重複し、本住居跡が古い。

平面形は5.67mX5.38m 程を測る方形状を呈し、壁高は比較的残りの良い部分で27cmで北東

コーナー側と南東コーナー側には周溝が巡る。主軸方位は、

-18-

N-73°-E を示す。
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炭化物と多録のローム粒を含む。

壁のくずれと思われるロームプロックを

多量に含む。
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第19図
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カマド

黒褐色土

暗褐色土

暗褐色土

暗赤褐色土

黒色土

暗褐色土

暗赤褐色土

赤褐色土

16号住居跡実測図

焼土粒、炭化物、若干含む。

焼土粒、炭化物、若干含む。

炭化物粘質土プロック若干含む。

焼土粒、炭化物を多量に含む。

炭化物、焼土粒、粘質土プロック含む。

焼土粒、粒質土プロック若干含む。

焼土粒、炭化物まばらに含む。

ローム粒子焼土粒若干含む。

柱穴は 6 本検出された。南コーナーには貯蔵穴状の施設が認められた。

置されている。

A' 

カマドは東壁中央に設

出土遺物はカマドから貯蔵穴付近にかけてややまとまりが認められたが、小破片がほとんどで

ある。石製紡錘車が 1 点検出されている。
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第20図 17号住居跡実測図
。 2m 

12号竪穴住居跡

調査区東側に位置する。北側は13号住居跡と重複し、本住居跡が新しい。

西側は未調査であるが、平面形は南北4.88m 程を測る方形状を呈し、壁高は比較的残りの良い

部分で21cmで、東壁から北壁にかけて浅い周溝が巡る。主軸方位は、 N-81°-Wを示す。

柱穴は 3 本検出された。

出土遺物は少ない。

カマドは南東コーナーに設置されている。

13号竪穴住居跡

調査区東側に位置する。南側は12号住居跡と重複し、本住居跡が古い。

平面形は西側が未調査で、調査部分も撹乱が激しいため不明瞭であるが南北3.7m 以上を測る

方形状を呈し、壁高は比較的残りの良い部分で16cmである。主軸方位は、 N-84'-Wを示す。

柱穴、貯蔵穴とも未検出。

出土遺物は少ない。

カマドは東壁に設置されている。

- 20 -



14号竪穴住居跡

調査区東側に位置する。西側は15号住居跡と墜複し、本住居跡が新しい。

平面形は未調査部分か多いが、南北5.5m 以上を測る方形状を呈し、壁商は比較的残りの良い部

分で30cmである。主軸方位は、 N-85°-E を示す。

柱穴、貯蔵穴、カマドとも未検出。

出土遺物は少ない。

15号竪穴住居跡

調査区東側に位置する。東側は14号住居跡と南西は16号住居跡と重複し、いずれの住居跡より

本住居跡が古い。

平面形は5.8 lm X 6. 10m を測る方形状を呈し、壁高は比較的残りの良い部分で18cmである。主

軸方位は、 N-73°-E を示す。

柱穴は 3 本検出されたが、主柱穴は北側の 2 本以外は不明確である。

出土遺物は少ない。

16号竪穴住居跡

調査区東側に位置する。北側は15号住居跡と南側は18号住居跡と重複し、いずれの住居跡より

本住居跡が新しい。

平面形は5.42mX 6.60m を測る不整隅丸長正方形状を呈し、壁高は比較的残りの良い部分で40

cmである。主軸方位は、 N-74°-E を示す。

柱穴は 6 本検出されたが、 4 本主柱穴である。カマドは石組みで、東壁に設置されている。

本住居跡は火災住居であるため、北側を主に炭化材が良好に残存していた。

出土遺物は多量に認められたが特に灰釉陶器が多く検出され、図示したものだけで12点を数え

る。また、鉄製品も紡錘車を含め 5 点検出した。

17号竪穴住居跡

調査区東側に位置する。 16号住居跡の西に近接した地点である。

平面形は西側が未調査であるが、南北5.07m を測る正方形状を呈し、壁高は比較的残りの良い

部分で15cmであり、東壁から南壁にかけて浅い周溝が巡る。主軸方位は、 N-81°- E を示す。

柱穴 1 本と土壊を検出したが、本住居跡に伴うものか明確ではない。

出土遺物は少ない。

18号竪穴住居跡

調査区束側に位置する。 16号住居跡と、南側が19号住居跡と重複し、いずれの住居跡よりも古
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暗褐色土

’’ 暗黄褐色土

II 

II 

黄褐色土

黒褐色土

黒褐色土

暗褐色土

黒褐色土

II 

暗褐色土

II 

14 黒色土

カマド

黒褐色土

II 

暗赤褐色土

// 

暗色土

黒色土

ロームプロックなまばらに含む。

ロームプロック、ローム粒子多量ピ含む。

II を若干含む。

// まばらに含む。

// を若干含む。

// 多量に含む。

FP、ローム粒子、焼土粒若干含む

(8 層よりやや黄色味） 7 層は焼土粒を含まない

ローム粒子、焼土粒子、 FP 若干含む。

FP まばら、ローム粒子を若干含む。

ロームプロック若干含む。

// 多量に含む。

ローム粒子まばら、焼土粒若干含む。

FP 若干、ロームプロック、焼土粒若干含む、

焼土粒はカマドの流れ出し

FP 含む pitか堀り方の土

ローム粒子まばら、焼土粒若干含む。

焼土粒、ローム粒子まばらに含む。

// 若干含む。

焼土塊多量に含む。

灰褐色粘土プロック多星に含む、ローム粒子まばら。

灰

7
 ゜

14 
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第21図 18号住居跡実測図
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1 黒褐色土

2 暗褐色土

3 黒色土

4 暗褐色土

4' 

FP まばらに含む。

ローム粒子若干含む。

焼土、塊を含む。

ロームプロック若干含む。

粘質土プロック若干含む。

5 暗褐色土
5, 

6 黒褐色土

7 暗褐色土

8 暗赤褐色土

9 黒色土

口ームプロック多量に含む。

FP 若干含む。

FP まばら灰黄色粘質プロック若干含む。

焼土まばら、ローム粒子まばらに含む。

灰黄色粘質土プロック多量に含む。

灰黄色粘質土プロック若干含む。

第22図 19号住居跡実測図

い。

平面形は6.17mX 7.23m を測る隅丸長方形状を呈し、壁高は比較的残りの良い部分で40cmであ

る。主軸方位は、 N-90°-E を示す。

壁から 60~90cmの範囲の内側に石を多く設置した仕切り状の施設を検出した。柱穴は未検出で

あるが、床面上に設置された50cm大の礎石状の平石 3 点が検出された。カマドは、石組みで東壁

ほぼ中央に設置されている。

- 24-



゜Cll ¥ I 

c
 

一乙

A L=401.0 

下
2 

k
 

C L=401.0 c
 

zｷ-

oｷrov""T 

1

2

3

4

5

6

7

 

暗褐色土

暗褐色土

暗黄褐色土

黒褐色土

赤褐色土
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黒色土

0
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1
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j
 ローム粒子若干含む。

ロームプロック含む。

ロームプロック含む。

暗褐色プロック含む。

焼土のかたまり。

焼土粒子若干含む。

焼土粒子若干含む。

゜
2m 

第23図 20号住居跡実測図

出土遺物は多いが、破片が多数を占める。分布は南東側にまとまりが認められた。鉄鎌が 2 点

と石帯が 1 点検出されている。

19号竪穴住居跡

調査区東側に位置する。北側が18号住居跡と重複し、本住居跡が新しい。

平面形は5.21m X 5.45m を測る隅丸方形状を呈し、壁高は比較的残りの良い部分で42cmであ

る。主軸方位は、 N-76°-E を示す。

柱穴は 5 本検出された。 カマドは東壁中央に設置されている。

出土遺物は少ないが、編物石が 8 点検出された。
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1 暗褐色土

1' 暗褐色土

2 黒褐色土

2' 黒褐色土

3 黒色土

4 暗褐色土

5 暗褐色土

6 暗褐色土

7 黒色土

8 暗赤褐色土

9 灰白色粘質土

10 黒色土

第24図 21号住居跡実測図

20号竪穴住居跡

調査区東側に位置する。 19号住居跡の南3.3m の地点である。

平面形は4.86mX4.33m を測る不整方形状を呈し、壁高は比較的残りの良い部分で29cm であ

る。主軸方位は、 N-74'-Wを示す。

柱穴等は未検出。カマドは石組みで、東壁中央に設置されている。

出土遺物はない。

21号竪穴住居跡

調査区東側に位置する。 23号住居跡の東に近接した地点である。

平面形は4.22mX 4.32m を測る不整隅丸方形状を呈し、壁高は比較的残りの良い部分で30cmで

ある。主軸方位は、 N-88'-E を示す。

柱穴は未検出であるが、南東に貯蔵穴状の施設を確認した。カマドは、東壁ほぼ中央に設置さ
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第25図 22 、 23号住居跡実測図

れている。

出土遺物は検出されなかった。

22号竪穴住居跡

調査区東側に位置する。 23号住居跡と南側が重複し、本住居跡が新しい。

東端一部分のみの調査で、大部分が未調査であるため平面形、規模は不明である。壁高は比較

的残りの良い部分で40cmである。主軸方位は、 N-77°-E を示す。

柱穴状の落ち込みは 2 ヵ所検出された。

出土遺物は僅かである。

カマドは石組みで、東壁に設置されている。

23号竪穴住居跡

調査区東側に位置する。北側が22号住居跡と重複し、本住居跡が古い。

平面形は西側が未調査であるが南北2.95m を測る隅丸方形状を呈し、壁高は比較的残りの良い

部分で19cmである。主軸方位は、 N-7T-E を示す。

明確な柱穴、 カマドは未検出である。

出土遺物は少量である。
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第26図 24号住居跡実測図

24号竪穴住居跡

調査区東側に位置する。 21号住居跡南側7.4m の地点である。

平面形は5.08m X 5. 33m を測る方形状を呈し、壁高は比較的残りの良い部分で22cmである。主

軸方位は、 N-87°-Wを示す。

柱穴は 6 本検出されたが 4 本主柱である。カマドは石組みで、東壁中央に設置されている。

出土遺物は、カマド周辺と中央部付近にややまとまりが認められた。鉄鎌が 1 点検出されてい

る。

25号竪穴住居跡

調査区南東側に位置する。 26号住居跡の北西に近接した地点である。
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第27図 25号住居跡実測図
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第28図 26号住居跡実測図

-29 -



g
L
1
1
3
9
9
.
5
 

/a:, u1 

D L=399.5 D' 

ー？ユ

ul 

9
6
6
C
1
1
1
5
 

ー
＼
ー
ー
＼

ヽ C
>

4

l

 

~' 口

101 
I~ 

1

2

3

4

5

 

黒褐色土

暗褐色土

黒褐色土

暗褐色土

明褐色土

FP まばらに含む。

ローム粒子若干含む。

FP、若干含む。

ロームプロック含む。

ロームプロック多盪に含む。

A L=399.6 A-

゜ 2m 

第29図 27号住居跡実測図
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（赤味をおびる） FP 若干含む。

ローム粒子ロームプロック若干含む。
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第31図 29号住居跡実測図

平面形は3.32mX3.19m を測る不整隅丸方形状を呈し、壁高は比較的残りの良い部分で24cm で

ある。主軸方位は、 N-85°-Wを示す。

中央から北側にかけて 1 段低い落ち込み部分が認められた。柱穴は 3 本検出されたが、カマド

は未検出である。

出土遺物は少い。

26号竪穴住居跡

調査区南東側に位置する。 25号住居跡の南東に近接する地点である。

平面形は東側が未調査であるが南北4.42m を測る不整方形状を呈し、壁高は比較的残りの良い

部分で14cmである。主軸方位は、 N-80°-Wを示す。
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第32図 30号住居跡実測図

柱穴は 9 ヵ所確認された。カマドは調査区外のため未検出である。

出土遺物は僅かである。

1 黒褐色土 FP 多量に含む、

ローム粒子若干含む。

2 黒褐色土 FP まばらに含む、

ローム粒子まばらに

含む。

2' // ローム粒子ローム

プロックをまばらに

含む。

3 暗褐色土 FP 若千ロームプロ
ックを多量に含む。

゜ 2m 

27号住居跡

調査区南東に位置する。 26号住居跡の南14m の地点である。

平面形は2.92mX2.90m を測る隅丸方形状を呈し、壁高は比較的残りの良い部分で38cm であ

る。主軸方位は N-77°-E を示す。

柱穴等は未検出であるが。カマドは石組みで、東壁やや南寄りに設置される。

出土遺物は少ないが、比較的大破片が多くを占めた。
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1 暗褐色土 FP、ローム粒子若干含む。

2 黒褐色土 FP、ローム粒子まばらに含む。

2' II ロームプロックを若干含む。

3 黒褐色土 FP まばらロームプロック若干

ローム粒子まばらに含む。

4 暗褐色土 FP ローム粒子まばらに含む。

5 灰褐色土 ローム粒子ロームプロック多量に含む。

6 黒色土 ローム粒子若干含む。

カマド

1 灰褐色土

2 赤褐色土

3 暗赤褐色土

4 暗灰褐色土

焼土粒、黄褐色粒子まばらに含む。

焼土粒多量に、炭化物、黄褐色粒子まばらに含む。

焼土粒、炭化物、黄褐色粒子まばらに含む。

灰を多呈、焼土粒をまばら含む。

゜ 2m 

第33図 31号住居跡実測図
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第34図 32号住居跡実測図

28号住居跡

調査区南東に位置する。 27号住居跡の南西 6m の地点である。

北側は未調査であるが、平面形は東西 5m 程を測る方形状を呈し、壁高は比較的残りの良い部

分で24cmである。主軸方位は N-76°-E を示す。

柱穴等は 6 本検出された。

出土遺物は比較的多く認められた。

29号住居跡

調査区南東に位置する。 30号住居跡の東 lm の地点である。

平面形は4.lOmX 4. 53m を測る不整隅丸長方形状を呈し、壁高は比較的残りの良い部分で22cm

である。主軸方位は N-82°-Wを示す。

-34-



/ 
/ 

ー

ー

ー

ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー

1

』

--------------------- co/ 

函且..,.

•• 
～ゞ

31住

入
冒

〇
。

,’ 

• ：
口
）

0
0
2
,
.
 
/
 1

0
D

、

_

¥

 

：
＼
り
ロ

---L 

(
_
 c~—•· 

ぐ
7

IDI 

彗

A L=399.5 
4 

3
• 

C L=399.5 

4 A' 

三--=」--—ーi三1
5 

C' 

1 黒褐色土

2 黒褐色土

3 黒褐色土

4 暗褐色土

5 褐色土

第35図 33号住居跡実測図
゜ 2m 

柱穴は 8 本検出されたが、 4 本主柱である。カマドは南東コーナー側に設置される。

出土遺物は僅かである。

30号住居跡

調査区南東に位置する。 29号住居跡の西 lm の地点である。

南側が未調査であるが、平面形は5.15mX4.8m 程を測る方形状を呈し、壁高は比較的残りの良
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1 黒褐色土 FP ロームプロックまばらに含む。

2 黒褐色土 ローム粒子まばら。

3 暗褐色土 ローム粒子まばら。

4 黒色土 ロームプロック多量に含む。

第36図 34号住居跡実測図

い部分で33cmである。主軸方位は N-77°-E を示す。

柱穴は 5 本検出された。カマドは東壁ほぼ中央に設置されていたが、痕跡が僅かに残るのみで

ある。

出土遺物は僅かである。

31号住居跡

調査区南側に位置する。南東側は33号住居跡と重複し、本住居跡が新しい。

平面形は4.49mX4.19m を測る方形状を呈し、壁高は比較的残りの良い部分で45cmである。主

軸方位は N-80°-E を示す。

柱穴は 4 本検出された。また、南東コーナーに貯蔵穴が確認された。カマドは石組みで、東壁

やや南よりに設置されている。

出土遺物は僅かで破片がほとんどである。

32号住居跡

調査区南側に位置する。 31号住居跡の西2.7m の地点である。

南側が未調査であるが、平面形は東西4.88m 程を測る方形状を呈し、壁高は比較的残りの良い
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1 黒褐色土 FP ローム粒子焼土粒まばらに含む。 3 暗赤褐色土 FP 若干、焼土粒若干含む。
2 黒褐色土 FP 若干ロームプロックまばらに含む。 4 暗褐色土 ロームプロックまばらに含む。

゜ 2m 
第37図 35号住居跡実測図

部分で33cmである。主軸方位は N-76°-Wを示す。

柱穴は 4 本検出された。カマドは調査区外で未検出である。

出土遺物は僅かである。

33号住居跡

調査区側に位置する。北西が31号住居跡、北東が40 • 41号住居跡と重複するが、いずれの住居

跡より本住居跡が古い。

平面形は6.66mX6. 70m を測る方形状を呈し、壁高は比較的残りの良い部分で19cmである。主

軸方位は N-14°-Wを示す。

柱穴は 7 本検出された。炉は地床炉で中央やや西寄りに設置され、中央に枕石を有する。

出土遺物は少ないが、西側にややまとまりが認められた。
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...J 

3 黒褐色土 ローム粒子まばらロームプロック多量に含む。
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第38図 36号住居跡実測図

34号住居跡

調査区南側に位置する。北西が35号住居跡と接する地点である。

南側が未調査であるが、平面形は東西4.22m を測る隅丸方形状を呈し、壁高は比較的残りの良

い部分で13cmである。浅い周溝が巡る。主軸方位は N-88°-Wを示す。

柱穴は 3 本検出された。カマドは東壁に設置される。

出土遺物は僅かであるが、カマド付近にまとまりが認められた。

35号住居跡

調査区南側に位置する。西側が34 • 36号住居跡と接する。

北側が未調査であるが、平面形は東西3.96m を測る隅丸方形状を呈し、壁高は比較的残りの良

い部分で18cmである。主軸方位は N-84°-Wを示す。

柱穴は 3 本検出された。西側コーナーには貯蔵穴認められた。カマドは石組みで、東壁やや南

寄りに設置される。

出土遺物は僅かである。

36号住居跡

調査区南側に位置する。北側が35 • 37号住居跡と接する。

南側が未調査であるが、平面形は東西4.43m を測る隅丸方形状を呈し、壁高は比較的残りの良
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黒褐色土

暗褐色土

暗褐色土

黒色土

黒色土

暗褐色土

暗赤褐色土

FP まばら、ローム粒子若干含む。

ローム粒子若干含む。

ローム粒子ロームプロックまばらに含む。

粘性強い

ロームプロックまばらに含む。

FP 若干含む。

焼土粒ローム粒子若干含む。

゜ 2m 

第39図 37号住居跡実測図

い部分で26cmである。主軸方位はN-81°-Wを示す。

柱穴は 2 本検出された。

出土遺物は僅かである。

カマドは調査区外のため未検出。

37号住居跡

調査区南西側に位置する。南西側が38号住居跡と重複する。

北側が未調査であるが、平面形は東西4.29m を測る長方形状を呈し、壁高は比較的残りの良い

部分で25cmである。主軸方位は N-81°-Wを示す。

明確な柱穴は未検出である。 カマドは東壁に設置される。

出土遺物は少ないがカマド付近にまとまりが認められた。
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第40図 38号住居跡実測図

38号住居跡

調査区南西側に位置する。北東側が37号住居跡と重複する。

南側が未調査であるが、平面形は東西3.5m 程で方形状を呈し、壁高は比較的残りの良い部分で

7cmである。主軸方位は N-79"-Wを示す。

柱穴は未検出。カマドは東壁に設置される。

出土遺物は僅かである。

40号住居跡

調査区南側に位置する。西側が33 • 41号住居跡と重複し、いずれの住居跡より新しい。

北側が未調査であるが、平面形は東西3.45m を測る隅丸方形状を呈し、壁高は比較的残りの良

い部分で21cmである。主軸方位は N-80°-Wを示す。

柱穴は 3 本検出された。カマドは東壁南側に設置される。

出土遺物は僅かである。

41号住居跡

調査区南側に位置する。東側が40号住居跡と西側が33号と重複し、前者より古く、後者より新

しい。
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40 、 41号住居跡実測図

褐色土

暗褐色土

暗褐色土

暗黄褐色土

暗灰褐色土

灰褐色土

暗褐色土

暗褐色土

明褐色土

FP まばらに含む。

FP まばらローム粒子ま

ばらに含む。

ローム粒子まばらローム

プロック若干含む。

FP 小粒まばらローム粒

子ロームプロック若干含

む。

ロームプロック多量に含

む (40号住居跡の貼り床）

ローム粒子ロームプロッ

クまばらに含む。

ローム粒子ロームプロッ

ク多量に含む。

ローム粒子若干、 FP 若

干含む (3 層よりままや

明るい）

FP 若干含む。

O 1 2 m 
1, l l l l l 

大部分が調査区外のため、平面形・規模は不明である。壁高は比較的残りの良い部分で12cmで

ある。

遺物検出されなかった。

42号住居跡

調査区北東側に位置する。 43 • 44号住居跡と重複し、いずれの住居跡より本住居跡が新しい。

東側が未調査であるか、平面形は南北4.72m を測る隅丸方形状を呈し、壁高は比較的残りの良

い部分で66cmである。主軸方位は N-78°-Wを示す。

43号住居跡

調査区北東側に位置する。 2 • 42 • 44号住居跡と重複し、 2 • 42号住居跡よりも古く 44号住居跡

よりも新しい。
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黒褐色土

黒褐色土

暗褐色土

暗褐色土

暗褐色土

黒褐色土

黒褐色土

FP 多量に含む。

FP まばらに含む。

FP まばらローム粒子まばらに含む。

FP まばらローム粒子若干含む。
FP 若干ローム粒子まばらに含む。

FP まばらに含む。

FP 若干ローム粒子若干含む。

a
b
c
d
e
 

青褐色土

赤褐色土

暗褐色土

灰褐色土

暗褐色土

現水田土壌 FP 若干含む。

現水田鉄分沈酒層 FP まばらに含む。

FP 、 As-BP まばらに含む。

As-BP 多量に含む。

FP 多量に含む。

゜ 2m 

第42図 42号、 44号住居跡実測図

東側が未調査であるが、平面形は南北7.79m を測る方形状を呈し、壁高は比較的残りの良い部

分で61cmである。主軸方位は N-77°-Wを示す。

柱穴・カマドは未検出。

出土遺物は僅かである。
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FP まばらに含む

FP 多量、ローム粒子若干含む。

FP 多量灰黄色粘質土粒子含む。

ロームプロックローム粒子含む。

FP まばら灰黄色粘質土プロック、

焼土粒炭化物若干含む。

゜ 2m 

第43図

44号住居跡

調査区北東側に位置する。 42 • 43号住居跡と重複し、いずれの住居跡より本住居跡が古い

東側が未調査であるが、南北5.0m を測り壁高は比較的残りの良い部分で10cmである。主軸方位

は N-75°-Wを示す。

柱穴は 3 本検出された。 カマドは調査区外のため未検出である。

出土遺物は僅かであるが、破片のみである。

柱穴は 2 本確認された。
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43号住居跡実測図

暗褐色土

黒褐色土

黒褐色土

黒色土

暗灰褐色土

45号住居跡

調査区南西側に位置する。 46号住居跡の南西0.8m の地点である。

西側が未調査であるが、平面形は南北5.91m を測る隅丸方形状を呈し、壁高は比較的残りの良

い部分で19cmである。主軸方位は N-80°-Wを示す。

カマドは南東コーナーに痕跡が検出された。

出土遺物は石が多数を占めた。

46号住居跡

調査区南西側に位置する。 45号住居跡の北東0.8m の地点である。
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1 黒褐色土 ローム粒子若干含む。

2 暗褐色土 ロームプロック若干含む。 FP 若干 3 暗褐色土 ローム粒子若干含む。

第44図 45号住居跡実測図

。 2m 

平面形は、 4.0lmX 4.88m を測る不整方形状を呈し、壁高は比較的残りの良い部分で13cmであ

る。主軸方位は N-89°-E を示す。

柱穴は 6 本検出された。貯蔵穴はカマド右側に検出された。カマド東壁はほぼ中央に設置され

る。

出土遺物は比較的多く、カマド前面と貯蔵穴にまとまりが認められた。墨書土器が 2 点検出さ

れている。

47号住居跡

調査区南西側に位置する。 46号住居跡の南東2.5m の地点である。

平面形は、 3.28mX 3.66m を測る不整隅丸方形状を呈し、壁高は比較的残りの良い部分で10cm

である。主軸方位は N-88°-Wを示す。

柱穴は未検出。カマドは石組みで東壁やや南寄りに設置される。

出土遺物は僅かである。

48号住居跡

調査区西側に位置する。 46号住居跡の北東10.6m の地点である。
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゜ 2m 第45図 46号住居跡実測図

カマド

黒褐色土

黒褐色土

暗赤褐色土

暗褐色土

暗褐色土

暗黄褐色土

暗褐色土

暗褐色土

黒褐色土

黒褐色土

平面形は、 2.79m X 2. 7 4m を測る不整方形状を呈し、壁高は比較的残りの良い部分で26cmであ

る。主軸方位は N-77'-Wを示す。

柱穴は 1 本検出された。 カマドは南東コーナーに痕跡が認められた。

出土遺物は僅かであるが、鉄鏃が 1 点検出された。

49号住居跡

調査区西側に位置する。 48号住居跡の北 8m の地点である。

平面形は、 3.78m X 3. 78m を測る方形状を呈し、壁高は比較的残りの良い部分で36cmである。

主軸方位は N-81°-Wを示す。

柱穴は 1 本検出されたのみである。

出土遺物は少量である。

カマドは袖石を有し、東壁やや南寄りに設置される。
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50号住居跡

調査区北西側に位置する。 4 号住居跡の西 4m の地点である。

南及び西側が調査区外となるため不明確であるが平面形は、円形状を呈し壁高は比較的残りの

良い部分で 8 cmである。

柱穴は 1 本検出されたが炉は未検出。

出土遺物は僅かである。

51号住居跡

調査区西側に位置する。西側は52号住居跡と重複し、本住居跡が古い。

平面形は、 3.5m 以上 X4.52m を測る方形状を呈し、壁高は比較的残りの良い部分で16cmであ

る。

柱穴は 4 本検出された。カマドは東壁南側に設置される。

出土遺物は僅かであるが、カマド前にややまとまりが認められた。

52号住居跡

調査区西側に位置する。東側は51号住居跡と重複し、本住居跡が新しい。
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平面形は、 4.13mX5.50m を測る隅丸方形状を呈し、壁高は比較的残りの良い部分で45cmであ

る。主軸方位は N-70°-Wを示す。

柱穴は 7 本検出されたが、 4 本主柱である。カマドは東壁ほぼ中央に設置される。

出土遺物は多く検出された。

53号住居跡

調査区西側に位置する。 52号住居跡の南西 lm の地点である。

平面形は、 5.24mX 6.02m を測る隅丸方形状を呈し、壁高は比較的残りの良い部分で20cmであ

る。カマド付近を除いて周溝が巡る。主軸方位はN-63°-Wを示す。

柱穴は 4 本検出された。カマドは東壁中央にに設置される。

出土遺物はカマド付近と南側にまとまりが認められたが、小破片がほとんどである。また、 30

cm大前後の河原石が東壁北側下にまとまって検出された。

54号住居跡

調査区西側に位置する。 51号住居跡の北 5m の地点である。

東側が未調査であるが、平面形は南北5.03m を測る円形状を呈し、壁高は比較的残りの良い部

分で20cmである。

柱穴は 6 本検出されたが、炉は未検出。

出土遺物は僅かである。

2 掘建柱建物跡

1 号掘建柱建物跡

調査区東側に位置する。北側が 3 号竪穴住居跡と重複する。

2 間 (4.12m) X 3 間（5.13m) を測る 10本の柱穴から成る建物で棟方位は N-16'- E を示す。

覆土は軽石を含む黒褐色土が主体である。

柱穴径は30cm~50cm、深さは26cm~71cm を測る。

出土遺物は僅かであるが、柱穴内から検出された。

2 号掘建柱建物跡

調査区東側に位置する。 1 号竪穴住居跡の南 4m の地点で、 3 号掘建柱建物跡と重複する。

東側が未調査であるが、 3 間 (5.08m) X 3 間 (5.20m) 以上を測る 9 本以上の柱穴から成る建物

で、棟方位は N-47°-Wを示す。覆土は軽石を含む黒褐色土が主体である。

柱穴径は30cm~49cm、深さは48cm~70cm を測る。

出土遺物は僅かであるが、柱穴内から検出された。
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第53図 1 号掘立柱建物跡実測図

3 号掘建柱建物跡

調査区東側に位置する。北側が 2 号掘建柱建物跡と重複する。

東側が未調査であるが、 2 間 (4.82m) X 2 間以上を測る 5 本以上の柱穴から成る建物で、棟方位

は N-85°-Wを示未調査であるが、平面形は長径2.09m を測る長楕円形状を呈し、深さは比較的残

りの良い部分で20cmである。

出土遺物は比較的多く認められた。
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3 竪穴状遺構

1 号竪穴状遺構

調査区東側に位置する。 12号住居跡の東0.7m の地点である。

平面形は、 4.55mX3.08m を測る不整長方形状を呈し、壁高は比較的残りの良い部分で22cmで、

一部を除き壁下には浅い周溝が巡る。主軸方位はN-72°-Wを示す。

出土遺物僅かに検出されたのみである。

2 号竪穴状遺構

調査区南東側に位置する。 25号住居跡の北 7m の地点である。

平面形は、 l.8lmX3. 98m を測る不整長方形状を呈し、壁高は比較的残りの良い部分で22cmで

ある。主軸方位は N-80°-Wを示す。

近接して柱穴が検出されている。

出土遺物は認められなかった。
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4 土壊

1 号土壊

調査区東側に位置する。 11号住居跡と重複し、本土壊が新しい。

西側が未調査であるが、平面形は長径2.09m を測る長楕円形状を呈し、深さは比較的残りの良

い部分で20cmである。

出土遺物は比較的多く認められた。

2 号土壌

調査区南側に位置する。 38号住居跡と一部重複し、本土壊が古い。

南側が未調査であるが、平面形は東西1.46m を測る円形状を呈し、深さは比較的残りの良い部

分で35cmである。断面形は袋状を呈する。

出土遺物は石のみである。

1 号土壊
2 号土壌

¥
 1

1
1
<
 

ニニ

゜ 2m 

~ L=400.1 l ざ

臼こ掘りすぎ
ぎ

1 褐色土 FP まばらに含む（現耕作土）
2 黒色土 粘性やや強し

3 黒褐色土 ローム粒子、ロームプロックまばらに含む。
4 黒色土 ローム粒子若干含む。

第58図 1 、 2 号土壌実測図

- 56-



IV ま と め

今回の発掘調査で検出された遺構について、出土遺物等を参考に時代別に分類すると概ね以下

の通りとなる。

縄文時代 50 • 54号竪穴住居跡、 2 号土塘

古墳時代 11 • 14 • 15 • 19~21 • 27 • 28 • 33 • 44 • 49号竪穴住居跡、 1~3号掘建柱建物跡

奈良・平安時代 1 ~10 • 12 • 13 • 16~18 • 22~26 • 29~32 • 34~38 • 40~43 • 45~48 • 51~53 

号竪穴住居跡・ 1 号土堀・ 1 • 2 号竪穴状遺構

この中から特に注目すべき遺構・遺物について、再度取り上げてまとめてみたい。

16号竪穴住居跡

本住居跡は、火災に遭っていたため多量の遺物が検出されたが、その中に占める灰釉陶器の多

さが注目された。一般的に、 9 世紀以降の灰釉陶器を伴出する竪穴住居跡であっても 1 軒当たり

の出土点数は 1 点ないし数点の量であるが、本住居跡の場合図示したものだけで12点、それ以外

の破片を含めると数十点を数える。これは、この住居跡が火災住居であるという特殊事情を考慮

したとしても非常に多い数である。また、 1 cm程の細片であったため図示しなかったが、緑釉陶

器片も 1 点検出されている。当時、竪穴住居に生活する人々にも搬入品である灰釉陶器が入手で

きるようになっていたようであるが、他の土器との出土量の比較から貴重品であったとされてい

る。では、多数の灰釉陶器を所有した16号竪穴住居の住人は社会的にどのような位置を占める人

であったのか。このことについて、竪穴住居跡の規模・施設について同時期の一般的なそれと比

較したが、やや規模は大きいものの特に大きな差異は見出すことができなかった。これは、灰釉

陶器以外の出土遺物についての差異についても同様であった。

18号竪穴住居跡

本住居跡の床面積は約44面で同時期の平均的な竪穴住居跡のほぼ 2 倍以上の面積を有する。

また、特殊施設としてカマド部分を除き周囲の壁から 60~90cmの幅で石を多く設置した施設か

検出されたが、その用途は不明である。さらに、本住居跡からは柱穴は検出されなかったが、そ

れに相当する部分の床面上の 3 ヵ所にやや扁平な河原石の大石を用いた礎石が設置されていた。

当時の竪穴住居跡で柱を有するものは 4 本が一般的であり、今回検出された 3 点の礎石の配置状

況も考慮すると、北東側の床面にも礎石が存在していたことは確実であろう。竪穴住居跡におい

て柱を床面を深く穿たず礎石を据えて設置した例は、本遺跡の北東側上位段丘面に位置する戸神

諏訪 II遺跡29号住居に認められ、最近の周辺における発掘調査においても同様の例が数例確認さ

れている。また、特殊遺物として石製蛇尾が 1 点検出された。集落の一部を調査したのみである

が、本住居は集落の中でも中核的な性格を有する住居跡と位置づけすることかできよう。
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遺物実測図
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遺物観察表

遺物 器種 出土位置 法批(cm)
胎土・焼成・色調 器形・整形・調整の特徴 備 考

番号 種別 遺存度 ( ）は推定

］住 杯 牧 土口 (12 8) 底 8.0 砂粒多く含む。堅緻。還元。 体部は内丹しながら立ち上がる。ロクロ整形。底部 外面底部是害有り。

1 須恵器 ｽ 高（ 45) 灰白色。 左回転糸切り未調整。 「井」か

l 住 杯 覆 土口 23 0 底 9.0 砂粒を含む。普通。還元。 体部は浅く丸みをもって開く。ロクロ整形。底部糸

2 須恵器 % 高 27 灰白色。 切り後、回転箆削り。

1 住 蓋 毅 土口 250 砂粒・小石を含む。堅緻。 偏平な器形で口唇部は垂直ぎみに下へ折れる。ロク

3 須恵器 % 還元。灰褐色． ロ整形。

l 住 刀 子覆 土現存長17 2cm、重量28g、錆化著しい。

4 鉄製品 ほぼ完形

2 住 埼 覆 土口 15 0 底 8.0 砂粒・小石を含む。堅緻。 体部深く直線状に開く。高台は「ハ」の字状を呈す。

I 須恵器 材； 高 6.7 遠元。灰黄色。 ロクロ整形。底部中央回転糸切り未調整。

2 住 j宛 裂 土口 14 2 底 8.0 砂粒・小石を含む。緊緻。 体部は丸みをもって開く。底部中央回転糸切り未調

2 須恵器 灼 高 6.2 遠元。灰黄色。 整。ロクロ整形。高台は「ハ」の字状を呈する。

2 住 甕 覆 土口 190 砂粒を含む。普通。 口縁は大きく外反し「コ」の字を呈する。口緑部横

3 土師器 口縁部片 赤褐色。 撫で、体部箆削り。

3 住 坪 床 ロ 12 7 底 78 砂粒を多く含む。還元。 口緑は直線状に開き、やや浅く底径が大きい。ロク

1 須恵器 完 形高 37 灰褐色。黒色． ロ整形。底部右回転糸切り未調整。

3 住 坪 覆 土口 (11 7) 底 6.8 砂粒を多く含む。堅緻。 口緑は直線ぎみに開く。内外面ロクロ整形。底部は

2 須恵器 % 高 38 遠元。灰白色． 左回転糸切り未調整。

3 住 j宛 床 ロ 15.1 底 80 砂粒を多く含む。普通。 口縁は直線ぎみに開〈。内外面ロクロ痕有り。高台

3 須恵器 ほぽ完形 高 60 灰褐色。 は「ハ」字状を呈す。底部中央糸切り痕有り。

3 住 j;;; 覆 土口 (14.0) 底 (66) 砂粒を含む。堅緻。還元。 体短済部。い窃内内日面台が厚し付手ながのく。灰ら釉立ロちをク上施ロが整す。形り。口唇底部部や回や転外糸切反すり調る。整
4 灰釉籾器 % 高 (475) 灰白色。

3 住 壺 覆頸口 部 緑土片 ロ (14.0) 頸（ 94) 砂粒・小石少量含む。堅緻。 頸部直線ぎみに立ち上がり口緑部強く外反する。

5 須恵器 還元。暗青灰色。 ロクロ整形。

3 住 壺 床のド、、み胴カ粒部マ 胴（25.0) 砂粒を多く含む。堅緻。 最大径は胴中央に有する。ロクロ整形。

6 須恵器 遠元。暗青灰色。

3 住 壺 床 胴（13.0) 砂粒多量に含む。堅緻。 最大径を屑（胴上部）にとる小型の壺。ロクロ整形。

7 須恵器 胴部灼 遠元。暗育灰色。

3 住
砥 石

床 長 10.0 幅 53 4 側面ともよく使用されている。

8 ほぽ完形 厚 4 0 頂350g 変質デイサイト

3 住 勾 玉 床 長 71 幅 21 大型。, 石 製完 形径 055 重 34g凝灰岩

3 住 不 明 床 長 61 幅1. 9 重 8 g 錆化著しい。

10 鉄 製破 片

3 住 鋤 先覆 土長 25. 7 幅 19 5 重600g

11 鉄 製完 形

4 住 塙 床 底 7.9 砂粒を含む。迎元。 底部は回転糸切り後調整。高台付く。内側一部灰釉

I 灰釉陶器 底部片 灰白色。 を施す。

4 住 羽 釜カマド ロ (194) 砂粒を含む。還元。 : 上闘て·ゃゃふ横ぴ塁断ロ 緑三音じ部角莉足t形はt状直のt 羞削了に立ち歩力＜
2 須恵器 口縁部片 褐色。 。形。は口や緑や部 撫さ 面胴 。る。ロ ロ

5 住 杯 毅 土口 12 0 底 59 砂粒を含む。堅緻。遠元。 体部はやや丸みをもって開く。ロクロ整形。底部右

I 須恵器 ｽ 高 38 褐灰色。 回転糸切未調整。

5 住 杯 貯蔵穴 ロ（12 4) 底 (64) 砂粒を含む。堅緻。返元。 体部はや、丸みをもって開く。ロクロ整形。底部は 口唇部に一部煙油

2 須恵器 祝 高 41 褐灰色。 右回転糸切り未調整。 付着

5 住 杯 床 ロ 13 6 底 5.8 砂粒を多埜に含む。還元。 体昏り部部未丸問で整み強。をく外お反ぴすて立る。ち上ロがクロり整口緑形部。大底部き右く開回転き、糸切ロ 外面体部に墨書有

3 須恵器 % 高 38 灰白色。 り。

5 住 坂 裂 土口 (15 0) 底 7.2 砂粒・小石を含む。普通。 体底状部部を呈は中や央しや、回転丸内 1み糸9り切でを接もり地未っ調すて開整る。。き、高ロ 台口ク緑はロ太笠部形はく . 外ハ反す」 のる。字
4 須恵器 ｼ 高 58 還元。灰白色。

5 住 長頸壺 裂 土頸(60) 砂粒を含む。堅緻。還元。 口縁部はやや外傾して立ち上がり、ロクロ整形。内

5 灰釉陶器 頸部片％ 灰白色。 外面とも灰釉を施す。

5 住 坪 杖 土 砂粒を含む。堅緻。 ロ唇部やや外反する。ロクロ整形． 内面に墨書有り。

6 須恵器 ロ緑部片 灰褐色。 「若」か？

6 住 杯 床 ロ 13 0 底 70 砂粒・小石を含む。堅緻。 体部やや内翅しながら立ち上がる。ロクロ整形。底

1 須恵器 はぽ完形 高 35 還元。灰白色。 部左回転糸切り未調整。

6 住 皿 床 ロ 13 4 底 63 砂粒多く含む。堅緻。 体部は直線状に大きく開き、口縁部は強く外反する。

2 須恵器 完 形高 30 還元。灰黄色。 ロクロ整形。底部に高台付く。

6 住 皿 覆 土口 13 0 底 63 砂粒・小石を含む。堅緻。 体底音じ部部ブこは中き直央く線豆回i状転む。糸に大切きり痕く閉有．き rハ口」紬字部状、の在ロ台ク付ロ整く形。。上
3 須恵器 完 形高 33 還元。灰白色。

6 住 甕 床 ロ 19 0 胴 210 砂粒を含む。普通。橙。 胴上位に最大径を有し、口緑部は弱い「コ」の字状

4 土師器 夕 を呈す。口緑部横撫で。体部箆削り。

7 住 羽 釜カマド ロ (200) 砂粒・小石を含む。普通。 口緑部はやや内四する。鍔は断面三角状を呈す。胴

1 須恵器 口緑部片 酸化。明褐灰色。 部縦位の箆削り。
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遣物 器種 出土位置 法醤(cm)
胎土・焼成・色調 器形・整形・調整の特徴 備 考

番号 種別 遺存度 ( ）は推定

8 住 坪 カマド 底 (6.5) 砂粒を含む。堅緻。遠元。 ロクロ整形。底部回転、糸切痕有り。 底部に墨書有り。

1 須恵器 底部破片 灰褐色。

8 住 j~ 貯蔵穴 ロ 75 2 底 70 荒い砂粒を含む。やや軟質。 体部は丸みをもって開き、口縁は外反する。底部に

2 須恵器 % 高 63 褐色。 は厚い高台がつき中央に糸切痕が残る。ロクロ整形。

8 住 碗 税土 口 15 4 底 74 砂粒·小石を多く含む。普通。 体す糸部切るや。痕や底。丸部ロみク「ハをロ持」整の形っ．字て状大のき高く 開台付き、く 。口緑底僅部か中に央外回転反
3 須恵器 % 高 64 黒。

8 住 甕 貯カ 蔵マ < ロ（200) 砂粒を含む。普通。 ロ緑部は崩れた「コ」の字状を呈す。同上部横位の

4 土師器 ロ緑部 黒みがかった橙色。 箆削り。

8 住 甕 覆 土口 (120) 微砂粒小石少量含む。 ロ緑外部に指圧痕。口緑部ゆるやかに外反する。胴

5 土師器 口縁部片 酸化。普通。暗褐色。 部に輪積痕残る。

8 住 4ヽ；台イ寸 床 口 13 0 胴 146 砂粒を含む。酸化。 悶ナ点デ呼。只胴了晶杏縦号位姦の喜箆K削‘きり。り識＇た「g心盆了悶品仕贔°
6 土器 H 底 10 0 高 175 普通。暗褐色。

8 住 台付甕 覆の台部音じ5)-、 胴土 台底 9.8 砂粒少最含む。酸化。 高台「ハ」の字状に大きく開く。胴部縦位の箆削り。

7 土師器 堅緻。明赤褐色。

9 住 杯 カマド ロ 14 0 底 66 砂粒小石を含む。 やや内団しながら立ち上がる。ロクロ整形。底部右

1 須恵器 ｽ 高 42 堅緻。褐灰色。 回転糸切り未調整。

9 住 坑 床 口 15 2 底 7.0 砂粒を多く喝む。普通。 体転る部。糸切はロ内クり痕匂ロ整有し．形な。が底ら部立にち上太がい高り、台付口緑く。は底強部く外中反央す回
2 須恵器 完 形高 62 オリープ黒色。

9 住 碗 床 底 65 砂粒を含む。堅緻。 体部は大きく開き、口緑部で直立状に屈曲する。ロ 蓋？

3 須恵器 底部のみ 還元。褐灰色。 クロ整形。径の大きい高台付く。

9 住
鉄

4 
釘覆

土 長 13 5 重 30g錆化が著しい。

9 住
鉄 釘狡

土 長 7 5 重 10g錆化が著しい。

5 

10住 坪 覆 土口 (14 6) 底 (64) 荒い砂粒を多証に含む。 体部は直線ぎみにひらき、口緑は外反する。ロクロ

I 土師器 % 高 49 酸化。普通。明赤褐色。 整形。底部に回転糸切痕有り。

10住
鉄製品

床 長 424cm 童 165g 錆化が著しい。

2 ほぽ完形

11住 坪 床 ロ (70) 砂粒やや多く含む。酸化。 丸底で内1'1しながら立ち上がり、口緑部短く直立す

1 土師器 % 高 (36) 普通。明赤褐色。 る。外面体部箆削り。口縁部横撫で。

11住 杯 床 ロ (140) 砂粒少屈含む。 丸底で口縁部内轡する。体部箆削り後口緑部横撫で。

2 土師器 ｽ 高 (42) 酸化。普通。赤褐色。

11住 坪 裂 土口 (142) 砂粒を多く含む。普通。 丸底ぎみの底部で口緑部やや外反する．口緑部と胴

3 土師器 ｾ 高（ 47) 内一黒褐色。外ーにぷい褐色。 部境に稜を有す。口縁部横撫で。

11住 石 製覆 土径 2 重 47g蛇紋岩断面台形を呈す。

4 紡鍾車 完 形厚 2

12住 甕 床 口 (220) 砂粒を多蓋に含む。 ロ緑部は短く外反する。胴上部に鍔状の取手が付く。

1 土師器 ロ縁部片 普通。明赤褐色。

13住 甑 床 底（190) 砂粒を含む。普通。 底部「く」字状を呈し、厚手幅広で安定感有。

1 土師器 底部片 橙色。

15住 塙 裂 土口 (142) 砂粒を含む。堅緻。酸化。 丸底ぎみの底部で、口縁は直立ぎみに立ち上がり、

1 土師器 灼 高 54 外一褐色。内一黒。 上部で外反する。

16住 塙 積カマ土ド ロ(14 8) 底 (7O) 砂粒少最含む。酸化。 霜整形 し盆ヵfぶ存, < 嬰森、口 Ilk; 外屡孟 虐 。「＇ ‘j の
1 ゴ師器 乃 商 58 堅緻。明赤褐色。

の゚台 。 にていい 。ロ ロ

16住 塙 覆 土口 120 砂粒少絨含む。酸化。 内彎しながら立ち上がり、口縁で外反する。ロクロ

2 土師器 高台欠損 堅緻。にぶい褐色。 整形。

16住 皿 殺 土口 10 6 底 55 砂粒を少最含む。還元。 て口し施紐高く釉は台。直が線付底部的く。右に大回ロ転きク糸ロく 切開整形くり。。未体直調部整立。かぎみらの口低緑部い削にかり出け 内側底部に墨が残

3 灰釉陶器 ほぽ完形 高 24 堅緻。灰白色。 る。（転用硯）

16住 段 皿 床 口 11 0 底 6I 砂粒を少焚含む。速元。 内胄ぎみに大きく開き、口唇部が外反する。削り出 漬け掛けにより施

4 灰釉陶器 完 形高 32 堅緻。褐灰色。 し高台が付く。内側の段は浅い。 釉。転用硯

16住 段 皿 床 口 12 8 底 72 砂粒を少最含む。還元。 大きく閉〈器形で口緑部がやや肥厚する。内側の段 潰け掛けにより施

5 灰釉陶器 完 形高 3.2 堅緻。灰白色。 は明瞭である。直立ぎみの高台が付く。 釉。

16住 輪花段皿 カマド 口 13 4 底 70 砂粒を少盤含む。還元。 体短に部いなは高る。直台線付内状側く 。のに段右大は回き転明く 開瞭糸切でき、あり 未口る昏。調部整口紐。でや部やは内5 傾輪花ぎ．み 漬け掛けにより施

6 灰釉陶器 完 形高 26 堅緻。灰白色。 釉。転用硯。

16住 碗 カマド ロ 12 3 底 6.0 砂粒少最含む。還元。 体部小さく内彎し、口唇部で外反する。底部「ハ」 漬け掛けにより施

7 灰釉陶器 % 高 42 堅緻。灰白色。 字状の高台が付く。回転糸切り未調整。 釉。

16住 培 覆 土口 14 3 底 7.0 砂粒少最含む。還元。 体部から口緑にかけて直線ぎみに開く。直立状の高 潰け掛けにより施

8 灰釉陶器 k 高 40 堅緻。灰白色。 い高台が付く。底部右回転糸切り未調整。 釉。

16住 埼 カマド ロ (16.8) 底 (90) 砂粒少紐含む。還元。 体の回部転沈深線糸切がく丸巡り未みる。調を底整も部。ってに立は韮ち上立がぎみる。の足口緑高高内側台がに付1 条く 。 漬け掛けにより施, 灰釉陶器 % 高 7.0 堅緻。灰白色。 釉。

16住 培 カマド 口(160) 砂粒少罷含む。還元。 体部内碍しながら開き、口唇部僅かに外反する。ロ 浪け掛けにより施

10 灰釉陶器 % 堅緻。灰白色。 クロ整形。 釉。
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遣物 器種 出土位粧 法批（cm)
胎土・焼成・色調 器形·整形・調整の特徴 備 考

番号 種別 遺存度 ( ）は推定

16住 塙 カマド ロ 16 0 底 80 砂粒少屈含む。還元。 体す内部側る。はに深「1ハ条く」、のの丸字沈状み線がのを巡高も台っる。てが付立ちく 上。が糸切り痕口緑調部整。は外口緑反 潰け掛けにより施

11 灰釉隋器 % 高 70 堅緻。灰白色。 釉。

16住 培 床 ロ 16 3 底 82 細砂粒少量含む。遠元。 体部内均しながら開き「ハ」の字状の高台付。糸切 漬け掛けにより施

12 灰釉淘器 底部欠損 高 60 堅緻。灰白色。 痕調整。ロクロ整形。 釉。

16住 埼 覆 土口 (15 0) 底 (7O) 砂粒少益含む。迎元。 体部深く丸みをもって開く。底部外緑に「ハ」の字 漬け掛けにより施

13 灰釉陶器 % 高 (66) 堅緻。灰白色。 状の高台付〈。口緑内側に 1 条の沈線が巡る。 釉。

16住 短頸壺 床 ロ 7 I 胴 124 砂粒少益含む。還元。 平緑1 条音でじ広の(TJ沈みい底訳線h部射がh。の巡ずる。ん胴外形面小に壺は。すぺロてク施ロ整釉形。。内問面部はにロ
14 灰釉陶器 % 頸 4 4 底（100) 堅緻。灰色。

16住
鉄

殺土 現存長128 重25g 錯化著しい。

15 鏃 ほぽ完形

16住
鉄製品

16 
覆

土 現存長12 6 菫23g錆化著しい。

16住
鉄製品

17 
裂

土 現存長 73 重14g錆化著しい。

16住
鉄

覆土 長 57 重 3g 錆化著しい。

18 釘 ほぽ完形
16住 紡錘車 裂 土径 4 4 孔 0 4 重11g錆化著しい。

19 鉄 製完 形

18住 杯 裂 土口 (13 3) 底 (70) 細粒を含む。還元。 体部はやや丸みをもって立ち上がり口縁部で外反す 底部やや厚く、低

1 須恵器 灼 高 31 堅緻。灰白色。 る。ロクロ整形。底部右回転糸切り未調整。 い高台状を呈す。

18住 杯 床 ロ (12 0) 底 (63) 砂粒を含む。普通。還元。 体部はやや丸みをもって立ち上がる。

2 須恵器 灼 高 410 内一灰白色。外一灰色。 ロクロ整形。底部右回転糸切り未調整。

18住 杯 裂 土口 12 8 底 62 砂粒・小石を含む。普通。 体部はやや内愕しながら閉く。

3 須恵器 ｽ 高 3.5 酸化。灰黄褐色。 ロクロ整形。底部回転糸切り未調整。

18住 小型褻 床 ロ 1 1. 0 細粒を含む。普通。 胴上位に最大径をもち、口緑は崩れた「コ」の字を

4 土師器 口緑胴部 暗赤褐色。 呈する。ロクロ整形。

18住 長・頚壺 床 頚部 58 砂粒を含む。堅緻。遠元。 頚部は直立ぎみに立ち上がり、口緑は強く横に張り

5 須恵器 頚 部 褐灰色。 出す。ロクロ整形。

18住 坪 床 底 8.4 砂粒を含む。堅緻。還元。 底部は低く太い高台が付く。ロクロ整形。一部（内

6 須恵器 底部のみ 茶褐色。 外）に緑の釉薬付着。

18住 甕 床 ロ 2 1. 6 底 115 砂粒小石を含む。堅緻。 体部上位に最大径をもち、口縁部は外反し、口唇部／

7 須恵器 ｼ 高 18.1 明赤褐色。 は直立する。ロクロ整形。

18住
鉄

床 現存長 16.8 重52g 錆化が著しい。

8 鎌 ほぽ完形
18住

鉄 鎌 裂 土現存長 8.0 頂22g錆化が著しい。, 破 片

18住 鈍 尾殺 土 長 4 0 幅 3.6 蛇紋岩重19g 先端が丸みを帯ぴた方形状を呈し、先端孔の一部に金具が残る。基部

10 石 帯ほぼ完形 厚 06 側の孔は貰通せず。

18住
敲

11 
石覆

土 長15 2 幅 5.2 粗粒安山岩重430g両先端に磨滅痕有。

19住
編物石 床

長144 幅 5.2 重385g 粗粒安山岩

1 

19住
編物万 床

長139 幅 6.3 菫495g 粗粒安山岩

2 

19住
床

長144 幅 8.1 菫650g 粗粒安山岩

3 
編物右

19住
床

長144 幅 60 菫590g 粗粒安山岩

4 編物石

19住
編物石

5 
覆

土 長14 4 幅 7 I 直530g粗粒安山岩

19住
編物右 覆

土 長14 3 幅 7 7 厘670g祖粒安山岩

6 

19住
編物石

7 
裂

土 長13 5 幅 7 5 重715g租粒安山岩

19住
編物万 裂

土 長14 7 幅 6 1 重440g砂岩

8 

22住 蓋 床 ロ 168 細粒を含む。堅緻。還元。 天井はほぼ水平で体部は大きく開く。つまみ部分欠

1 須恵器 ｽ 灰色。褐灰色。 損。ロクロ整形。内側にカエリが付く。

24住 杯 カマド 口 13.0 底 50 砂粒を含む。 体部はやや丸みをもって開き、口緑僅かに外反する。

1 須恵器 % 高（ 35) 還元。やや軟質。灰白色。 ロクロ整形。右回転、糸切り未調卿。

24住 杯 裂 土口 14.0 底 60 砂粒を含む。 体部やや丸みをもって開き、口縁部僅かに外反する。

2 土師器 悦 高 4.6 灰褐色。 1 部黒色。 底部右回転糸切り未調整。ロクロ整形。
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遣物 器種 出土位晋 法祉(cm)
胎土・焼成・色調 器形・整形・調整の特徴 備 考

番号 種別 遺存度 ( ）は推定

24住 杯 稜土 ロ 14 0 底 60 砂元あ粒。り．暗を灰多寅且に色含。外む。面将に通焦．色迫部 体部はやや丸みをおぴ、口縁は外反する。

3 須恵器 悦 高 41 ロクロ整形。底部右回転糸切未調整。

24住 羽釜 覆土 ロ (192) 砂粒を多く含む。堅緻。還元。 口口り紬辱出部部す。直平立担ロ状ぎクみをロ呈整に立す形。。ち上鍔胴部がは縦、り北位、較先の端箆的水削でや平りや。に外大反きすく張る。
4 須恵器 胴ロ緑上か片ら 胴 (214) 褐灰色．

24住
鉄

覆土 現存長 144 重 43g 錆化著しい．

5 鎌 一部欠損
24住 甕 カマド ロ (202) 砂粒を多く含む。堅緻。 頸部から直立ぎやみに立ち上り、口縁上部でゆるや

6 須恵器 上部破片 頸 180 還元。褐灰色。 かに外反する。ロクロ整形。胴部外面に平行叩き目。

24住 甕 床 ロ 206 砂粒を含む。普通。 胴上部に最大径をもち口縁は「コ」の字を呈す。

7 土師器 % 橙色。 胴部縦位の箆削り。

26住 蓋 床 ロ 14 5 高 26 砂粒を含む。堅徴。遠元。 天井部はほぽ水平で体部は大きく開く。中央に環状

1 須恵器 ｽ 灰色。 摘有。内側に僅かにカエリが付く。

26住 皿 床 口 14 6 底 72 砂粒を多く含む。 体窃内部外店面は台付、ロ印クく。線ロ状整形に。大底き部く開中央き、に回口 1転汝部糸切は、り外痕有反。す足る。
2 須恵器 % 高 236 ややもろい。灰褐色。

26住 坪 床 ロ 14 5 底 74 砂粒を含む。 体部はゆるやかに立ち上がり、口唇部は外反する。

3 土師器 ほぽ完形 高 58 堅緻。明褐灰色。 底部中央に回転糸切痕有。断面三角形状の高台付く。

26住 塙 複底部％の土み 底 (8.8) 砂粒を含む。堅緻。 体部内彎しながら立ち上がる。底部に三ヶ月高台付 ハケ塗りにより施

4 灰釉陶器 還元。灰褐色。 く。 釉

27住 小形培
ほぼ完形

ロ 8 0 胴 88 砂粒を含む。酸化。普通。 丸底で球胴状の/;ii。口緑部は短く直立する。

1 土師器 高 76 内一黒。外一明赤褐色。 内部箆磨き。

27住 甕 床 面頸(140) 粗い砂粒を含む。 胴部に最大径をもち、口縁は外反する。

2 土師器 % 胴 (230) やや軟質。

28住 小形j；；； 床 ロ 6 0 胴 92 砂粒を多く含む。酸化．やや 丸底で球胴状の碗。口縁部「く」字に外反する。

1 土師器 ほぼ完形 高 7I 軟質。明赤褐色。 内外面共箆磨き。

28住 甕 床 ロ 136 砂粒を含む。普通。 胴は球状を呈し、口緑は外反する。口緑部横撫で。

2 土師器 ｽ 高 145 酸化。赤褐色． 胴部は斜の箆削り。

28住 甕 脈ロ！ 床緑音じ 一M 口 16.2 胴 21I 砂粒を含む。 胴上部に最大径をとる。口縁は外反する。ロクロ整

3 須恵器 頸 120 堅緻。遠元。灰黒色。 形。外面格子目叩き。内面同心円状叩き目有。

28住 鉢 床 ロ（260) 砂粒を含む。堅緻． 底部より内彎しながら立ち上がり、口縁は外反する。

4 土師器 H 高 100 酸化。明赤褐色。 口縁部横撫で。胴部ヘラ削り。

29住 皿 床 口 12 5 底 64 砂粒を含む。内一赤褐色。 大きく開きながら立ち上がる。底部は低い高台状を

1 （土師器） 完 形高 27 堅緻。酸化。外ー黒褐色。 呈する。ロクロ整形。底部右回転糸切り未調整。

31住 坪 床 ロ (13 0) 底 60 砂粒を多く含む。堅緻。酸化。 体部直線状に開く。口縁部わずかに外反する。底部

I 須恵器 % 高 40 明褐色。 左回転糸切り未調整。ロクロ整形。

31住 坪 床 口 (12 2) 底 60 砂粒を多く含む。堅緻。還元。 体部は直線状に開き、口緑部わずかに外反する。ロ

2 須恵器 ｽ 高 35 灰白色。 クロ整形。底部左回転糸切り未調整。

31住 坪 覆 土口 12 5 底 58 砂粒を多く含む。普通。還元。 体部やや丸みをもって立ち上がり口緑直線状に開く。

3 須恵器 % 高 43 暗青灰色。一部灰白色。 ロクロ整形。底部回転糸切り痕。

31住 坪 床 ロ 13 6 底 66 砂粒含む。堅緻。還元。 体部やや丸みをもって開き、口緑部僅かに外反する。

4 須恵器 一口部欠緑失 高 42 灰色と青灰色。 ロクロ整形。底部回転糸切り痕有り。

31住
敲 石 床

長 134 幅 62 璽610g 両先端部に打痕有。粗粒安山岩。

5 

32住 埼 床 ロ 15.0 底 6.0 砂粒を含む．普通。還元． 体転ロ部糸ク切はロ丸整り味形未。調を高整も．台っては開太きく 、、 内口緑側部で接は備地。か底に部外反中す央回る。
I 土師器 一口部欠緑損 高 6.0 褐灰色．

33住 高杯 牙ほ部ぼ床完のみ形 ロ 12.0 砂粒少戯含む。堅緻。酸化。 坪部内湾しながらゆるやかに開く。横位の箆磨き。 外面に赤彩痕が認

I 土師器 明赤褐色。 められる。

33住 器 台 床 ッパ径 126 砂粒やや多く含む。酸化。 脚上部に孔有。 (6 孔）。脚上は鍔状を呈し上部は欠

2 土師器 破 片孔径 I 3 堅緻。明褐色。 損する。

33住 梵 床 ロ 19.0 底 (10O) 粗い砂粒を含む。堅緻。 胴外連止中と位めも．にに最丁大寧径な箆を靡もちき．、 11口緑条は1 大単位き簾く外状文反す右廻る。り内4 
3 土師器 % 高 (170) 黄褐色．一部橙。

33住 甕 床 ロ 13 8 底 44 砂粒を多く含む。酸化。 ロ緑部「＜」の字に外反。広口の口緑で胴部とほぼ

4 土師器 % 高 1 1. 6 胴部140 堅緻。赤褐色。 同径。口縁部横撫で。

35住 坪 床 口 12 0 底 64 砂立をやや多く含む。 体部やや内湾し、直線状に開く。底部は右回転糸切

I 須恵器 灼 高 60 遠元。堅緻。灰褐色。 り未調整。ロクロ整形。

35住 坪 床 ロ 13 4 底 7 砂粒を少祉含む。 体部やや丸味をもって開く。底部上げ底ぎみで、右

2 土師器 ロ部欠失 高 46 酸化。黒褐色。 回転糸切り痕残る。ロクロ整形。

35住 杯 底一部部床欠口繰失 ロ 15 0 底 78 砂堅内粒緻一．明をやや多く含む。 酸化。 体部深く、丸味をもって開く。底部上げ底ぎみ右回

3 土師器 高 56 褐色。外一灰褐色． 転糸切り痕残る。ロクロ整形。

35住 塙 床 口 16 6 底 96 砂堅内粒緻一。灰. 小石多く含む。 辺元。 体部深くやや丸味を持って立ち上がる。「ハ」字状の

4 碩恵器 ほぽ完形 高 80 色。外ー暗i'f灰色． 高台付〈。底部中央に左回転糸切痕。ロクロ整形。

35住 戎i 床 口 12 4 底 88 砂粒を含む。遠元。 体痕す部あるや。りや。「ハ丸」味字状をのも店っ立台付ち上く。がロり、ク口ロ紐整部形。がや底や部外糸切反
5 瑣恵器 % 高 5.0 堅緻。灰色。
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遺物 器種 出土位置 法量(cm)
胎土・焼成・色調 器形・整形・調整の特徴 備 考

番号 種別 遺存度 ( ）は推定

36住 坪 床 ロ 12 6 底 58 砂粒少磁含む。酸化。普通。 体箆る部磨。丸回き転．み糸を切おぴりての後立、ち上底部が周リ、返箆口緑削わり．ず休か部に外全体反すに
1 土師器 底ロ部の緑片 裔 45 明褐色。内黒。

36住 甕 裂 土 細砂粒を多く含む。 外面に箆害文字有。中ほどの 2 文字のうち上は「郡」

2 須恵器 胴部片 迎元。堅緻。灰色。 左端にも文字痕跡有。

37住 坪 裂 土口 12 2 底 64 砂粒・小石を含む。 体部は、内門しながら立ち上がる。

1 須恵器 ｽ 高 42 堅緻。還元。灰白色。 ロクロ整形。「ハ」字状の高台付く。

37住 塙 床 底 65 砂粒を含む。 体部は、やや丸味をもって立ち上がる。小型の椀。
2 須恵器 ｽ 普通。灰白色。 ロクロ整形。底部回転糸切り調整済。

37住 藍 裂 土口 18.0 砂粒を含む。 口唇部は、垂直に下へ折れる。

3 須恵器 口縁部片 堅緻。況元。灰色。 ロクロ整形。

37住 甕 床 ロ 21 6 J氏 4 5 砂粒を多く含む。酸化。 薄手の作りで口縁「く」の字状に外反する。胴上部

4 土師器 % 頸嵩 21 69 • 01 胴 2 2 6 普通。暗赤褐色。 に最大径を有する。小さいめの底部。

38住 坪 床 ロ 12.0 底 6.0 砂粒を含む。 体部は、直線状に立ち上がる。

1 須恵器 汎 高 35 堅緻．迎元。黒色。 ロクロ整形。底部右回転糸切り未調整。

38住 甕 床 ロ 12.0 砂粒を多く含む。酸化。堅緻。 「コ」の字状口緑。

2 土師器 口縁大片 暗赤褐色。 頸部に指圧痕残る。口縁部横撫で。胴部箆削り。

40住 梨 床 砂粒を多く含む。普通。内一に 胴上部に穿孔有。口緑は横撫で。

1 土師器 口縁部片 ぷい黄褐色。外ー黒褐色。 胴上部は縦位の箆削り。

42住 甕 床 ロ 230 粗い砂粒を含む。 口縁に最大径を有し、短く外反する。

1 - 土師器 口縁部片 堅緻。褐色。

42住
鉄

床 現存長165 龍43g 錆化が著しい。

2 鎌 ほぽ完形
42住

鉄
3 

鎌覆
土 現存長 8.2 重32g鋳化が著しい。

43住 器 覆 土口 (12.8) 細粒を含む。 体部は大きく開く。ロクロ整形。天井中央に環状摘。

1 須恵器 口縁部片 堅緻。灰色。 内側にカエリが付く。

44住 坪 裂 土口 (159) 砂外底粒ーー黒をロ緑含色部。む。一将明通掲。色。内一橙。 平品嘉体みゆのるや底悶ヵ•昇り や反やす; みをもって立ち上がり、
1 土師器 ｾ 高 47 底ロ 部はへ 肖にり 。口 。部横撫で。内面に暗文有．

45住 杯 裂 土口 14.8 底 1 1. 0 砂粒を含む。堅緻。遠元。 体部は直線状に立ち上がる。ロクロ整形。

2 須恵器 ｽ 高 385 内一黒色。外一灰色。 底部は、手持ちヘラ削り。

45住 皿 裂 土口 (9 2) 底 5.3 砂粒を含む。普通。 底部は、器厚で直線状に短く開〈。ロクロ整形。

1 土師器 % 高 18 酸化。明赤褐色。 回転糸切り痕有り。

46住 坪 床 ロ 12 0 底 5.5 砂粒・小石を含む。 体部は、内河しながら立ち上がり、口縁部はゆるや

1 須恵器 完 形高 37 堅緻。灰白色。 かに外反する。ロクロ整形。底部右回転糸切り。

46住 坪 床 ロ 13 0 底 60 小石を含む。普通 体部は、直線状に開く。ロクロ整形。 内面底部に墨書有

2 須恵器 % 高 43 暗灰黄 底部回転糸切り未調整。 り「千」か

46住 境 欠口緑失床一完部形 ロ 14 2 底 66 祖砂粒多く含む。 体部丸みをもって大きく開き、口縁部僅かに外反す 内面底部に墨苔有

3 土師器 高 57 酸化。普通。黒掲色。 る。高台は肉厚で「ハ」の字状に付。ロクロ整形。 り「十」か

46住 痰 床 口縁部片のみ 細砂粒 同上位に般大径をもち、口縁部は、「コ」の字を呈

4 土師器 口緑部片 普通。明褐色。 す。

46住 梵 胴口 床箱部k 片- ロ 126 細砂粒を含む。 胴上部に叢大径をもち、口緑部はゆるやかに外反す

5 土師器 普通。黒褐色。 る。胴上部縦位のヘラ削り。

48住 坪、 殺 土口 13 5 底 82 砂粒を含む。 底ゆラ部削るや広り。かく 、に体外部反下す方る。で屈ロ曲クロし整て立形。ち上底部がはり右、 回口緑転部へ
l 須恵器 % 高 35 普通。にぷい橙。

48住
鉄 鏃

床 現存長 98 重 15g 錆化が著しい。

2 茎欠損

49住 坪 床 ロ(125) 細砂粒。普通。 胴部は、丸みをもち、口緑部は、やや外反する。

I 土師器 ｼ 高 (50) 内一黒褐色。外ー暗褐色。 内而良好な磨。

49住 斐 含口 床縁む 片を ロ 220 租い砂粒を含む堅緻。 胴上位に最大径をもち、口緑部は、外反する。

2 土師器 にぶい褐色。

49住 甕 夜含口 紐む 土片を 口 220 砂粒を含む堅緻。 ロ緑部に敢大径を有し、「〈」字状に大き〈外反す

3 土師器 赤褐色。 る。胴部縦位の箆削り。

50住
縄 文

覆 土 砂粒多壼に含む。明赤褐色。地文は縄文 RL。横位の沈線 2 本。

1 破 片

50住
打製石斧

床 長125 童67g 撥形。細粒安山岩。

2 刃部欠損 巾 5,7 

51住 土 釜裂 土 砂粒多く含む。 直立ぎみに立ち上がり、口縁部で短く外反する。胴

l 土師器 破 片 酸化。灰褐色。 外面縦位のヘラ削り。

52住 蓋 裂 土口 170 砂粒・小石を含む。 口唇部は、垂直に下へ折れる。天井部は、擬宝殊様

1 須恵器 % 堅緻。遥元。灰オリープ色。 のつまみが付く。ロクロ整形。

52住 坪 床 口 12 6 底 50 砂粒を多く含む。 丸わク底ずロか整ぎ形みに。の開底く部。か底部ら糸ゆ切るや後か中心に立部以ち上外ヘがラり、削口り緑。部ロ
2 土師器 完 形 高 4.6 酸化。堅緻。淡褐色。
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遺物 器種 出土位置 法筵（cm)
胎土・焼成色調 器形・整形・調整の特徴 備 考

番号 種別 遣存度 ( ）は推定

52住 坪 床 ロ 12 3 底 54 砂粒やや多く、小石少し含む。 体部やや丸味をもって開く。底部右回転糸切り未調

3 須恵器 % 高 37 灰色。 整。ロクロ整形。

52住 杯 裂 土口 12 2 底 70 砂粒を多く含む。 体部やや丸味をもって開く。ロクロ整形。

4 土師器 % 高 36 酸化。堅緻。黒褐色。 底部左回転糸切り未調整。

52住 甕 殺大口 紹 部土片 ロ (280) 砂粒を多く含む。 口緑ゆるやかな「コ」の字状を呈す。口緑部横撫で。

5 土師器 酸化。普通。明赤褐色。

52住 小形甕 裂 土口 (9 8) 高9 3 底50 砂粒を多く含む。 口縁部で最大径をとり、口唇部は外削ぎ状を呈す。

6 土師器 % 頸8 8 胴98 酸化。普通。明褐色．

53住 碗 床 口 15 0 底 86 砂粒を多く含む。 体部は深く直線状に開く。ロクロ整形。「ハ」状の高

1 須恵器 灼 高 74 遠元。堅緻。灰白色。 台付く。底部中央部回転糸切り痕。

53住 埼 床 口 (16 0) （底 8.6) 砂粒を含む。 体部は、ゆるやかに内団しながら立ち上がる。

2 須恵器 怜 高 69 堅緻．還元。灰色。 高台は「ハ」の字を呈する。ロクロ整形。

53住 短頸小壺 床 ロ (36) 砂粒やや多く含む。 短頸で屑の強く張った小壺。

3 須恵器 ｾ 胴 (56) 遠元。堅緻。灰色。

53住 斐 床 ロ (29.6) 砂粒を多く含む。 口緑部で大きく外反する。ロクロ整形。

4 須恵器 口縁大片 還元。堅緻。灰色。

53住
鉄製品

裂土 現存長 75 重175g 錆化が著しい。

5 ほぽ完形

54住
縄

1 
文裂
ｱ 砂粒含む。橙色。撚糸文が施される。

1 土 段 皿裂 土口 12.2 底 70 細粒を含む。迎元。 口縁は直線状に大きく開く。内側の段は不明瞭。 泊け掛けにより施

1 灰釉陶器 H 高 40 堅緻。灰色。 底部に三角形状の高台が付〈。 釉

1 土 瑶 覆 土底 80 細粒を多祉に含む。普通。 器厚で足高高台付く。底部中央に回転糸切痕有。

2 土師器 底部のみ 外一淡茶褐色。内一黒。 ロクロ甕形。

I 縄 文破
片 内外面に条痕文を施す。胎土に繊維を含む。

2 縄 文破
片 縄文 RL • LR を施す。胎土に繊維を含む。

3 石 皿破
片 重さ 5 0kg溶結凝灰岩。

厚さ 90cm 

4 石 鏃ほぼ完形
長さ 19 幅11 黒色安山岩

重さ 05 

5 
甕 口縁から 口 (15O) !目（ 150) 砂粒を多塁に含む。 口縁と胴上部に櫛描波状文。頸部に 8 条］単位簾状

弥 生胴部片 普通。茶褐色。 文有り。折返し口縁。

6 
梵

口緑部片
ロ昏部に縄文を施す。

弥生

7 
紡錘車

完
形 径 5 3cm 厚さ 0 9cm 頂屈34g黒色。 断面偏平の長方形を呈す。表面ていねいな箆磨き。

土製

8 
鉢

ほぽ完形
ロ 13 2 底 48 砂粒を多く含む。酸化。 体部直線状に開く。底部小さめで上げ底状を呈す。

弥生 高 60 茶褐色。 横位の箆磨き。

, 高 坪口 緑口 (118) 細粒を含む。堅緻。 坪中央よりゆるやかに丸みをおぴて立ち上がり、ロ
内外面に赤色塗彩。

弥 生坪の破片 赤色登彩。 緑部少し開く。内部横外面縦の箆磨き。

10 
高 生杯 台部のみ 台頸 44 砂粒含む。堅緻。 脚部に 5 孔を有す。台部縦の箆磨き．

弥 酸化。茶褐色。

11 
坪

完
形 口 12.3 砂粒を含む。やや軟質。 丸底ぎみの底部からゆるやかに立上がり、口縁は直

土師器 高 3.8 橙。 立する。口縁部横撫で。

12 土 錘完
形 長さ 6 5cm 巾1. 9 にぷい褐色を呈し胴中位に最大径をもち長軸に楕円形の貫通孔を有す。

重さ 16g 孔径 5 mm 

13 土 錘完
形 長さ 4 6cm 巾1. 9cm にぷい褐色を呈し胴中位に最大径をもち長軸に円形の貫通孔を有す。

重さ 15g 孔径 6 mm 

14 
紡錘車

完
形 径44cm 口径 8mm 厚さ 16cm 重55g。蛇紋岩製で角のとれた台形状を呈す。

石製

15 
蓋 口縁部 ロ (150) 砂粒を含む。迎元。 天井部は平担で丸味をもって開く。内面にカエリを

須恵器 ｾ 堅緻。灰黒色。 有する。ロクロ整形。

16 
j宛

底部破片
底 74 砂粒を少盈含む。遠元。 ロクロ整形。底部に「ハ」の字状の高台が付く。底 底部に墨書有り。

須恵器 堅緻。灰白色。 中央、回転糸切り未調整。 「和口」

17 
j;;; 

% 
ロ 15 2 底 92 砂粒を含む。還元。 体高央部台に深は回転く「ハ糸内切」四痕のし字なあ状がり。らを呈ゆするやる。かにロ立クちロ上整が形。る。底部中

須恵器 高 68 堅緻。黒灰色。

18 
段皿

k 
ロ 14 0 底 80 細砂粒小量含む。遠元。 口緑は直線的に大きく開く。内側の段は明瞭。底部 漬け掛けにより施

灰釉陶器 高 26 堅緻。灰白色。 には三角形状の高台が付く。 釉。

19 
坑

ｼ 
ロ 14 0 底 77 砂粒を含む。迎元。 体部は内団しながら立ち上がり、口唇部で外反する。 漬け掛けにより施

灰釉翔器 高 44 堅緻。灰白色。 底部に三ヶ月高台が付く。 釉。
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